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研究成果の概要（和文）：　災害などによって医薬品供給が混乱した場合を想定して研究を行い、以下の成果をあげた
。
 １）医薬品需要の予測：周囲の医療圏の影響を受けにくい和歌山県新宮市の薬局を対象として医薬品成分の名寄せを
行って解析し、長期間にわたって投与されることが多い循環器病薬や向精神薬が発災後の早い時期に欠乏することを明
らかした。
 ２）医薬品の供給システム：医薬品供給を円滑に行う方法として、バーコードでの入力が可能で、情報がクラウドで
管理できるシステムを構築した。作成したシステムは入出庫の管理のほか、医薬品リストの作成、救護所の位置確認、
救護所あるいは集積所からの距離を考慮した医薬品の検索および分与依頼などが行える。

研究成果の概要（英文）：We have researched the needs and the supply of the drugs in disaster. 1) The 
prediction of the needs for the drug: We researched the needs in the pharmacies of Shingu, Wakayama, 
since the medical region of Shingu is isolated from others because of its location. The drugs were 
classified by active ingredients and analyzed the decrease of them on the assumption that the supply of 
the drugs is stopped by disaster. It is revealed that the circulatory and antipsychotic drugs, which are 
often prescribed for long duration, become insufficient shortly after the disaster occurs. 2) The supply 
of the drugs: We have constructed the system, in which data can be registered through barcode and are 
managed as the crowd services. In addition to the management of the stock of drugs, the system can easily 
make a drug list in an aid station, show a map of aid stations and search and request for a drug in other 
aid stations regarding the distance.
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１．研究開始当初の背景 
 大規模災害が起こる度に医薬品供給の混
乱が大きな問題となるが、東日本大震災にお
いても同じ現象が繰り返された。災害時には
医薬品の供給不足に注目が集まるが、実際に
は医薬品の分別や保管に多くの労力が必要
なため、支援医薬品が保管所で放置される例
も多い。これを回避するためには支援地側で
被災地側の医薬品需要を把握し、適切な時に
適切な種類と量の医薬品を送達していくこ
とが望ましい。しかし、平常時においても医
療圏で必要となる医薬品の種類および量に
関するデータはなく、同様に医療圏内の医療
機関や卸業者などに存在する医薬品量につ
いても不明のままである。需給に関する基礎
的データが存在しない現況では、災害によっ
て医薬品の供給が一旦乱されると需給バラ
ンスが混乱し十分な支援が行えないことも
当然の帰結と考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、災害などによって医薬品供給が
混乱した場合を想定し、１）被災した医療圏
において不足する医薬品の時期と量を明ら
かにすることと、２）災害時におこる医薬品
供給の混乱を最小限に抑える方法を考案す
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
１）医薬品需要の把握：まず医薬品の需給
を管理するために必要な医薬品成分名寄せ
システムの開発とこれを用いた医薬品需要
の把握を行った。医薬品成分名寄せシステム
の開発にあたっては、「医薬品HOTコードマ
スター」と「使用薬剤の薬価に収載されてい
る医薬品について」を結合および加工し、成
分名での検索が可能なデータベースを作成
した。 
医薬品需要を解析する対象として、地理的
に周囲の医療圏の影響を受けにくい和歌山
県新宮市の調剤薬局を選択した。2011 年 4
月から 2012 年 3 月までの医薬品 1852 品目
の出庫数および、各医薬品の自動発注システ
ムの発注点データを用いた。自動発注システ
ムとは各医薬品の在庫が、個々の在庫数（発
注点）を下回った場合、自動的に発注するシ
ステムである。1 日あたりの各医薬品出庫速
度は、年間出庫数を365で除すことで求めた。
さらに、発注点を出庫速度で除すことによっ
て在庫払底日を算出した。 
２）医薬品の円滑な供給：災害時に医薬品
供給を円滑に行う方法として、バーコードで
の入力が可能で、ジェネリック医薬品も使用
しやすく、情報がクラウドで管理できるシス
テムの構築を行った。作成するシステムは、
汎用性を考慮して、パソコンおよびスマート
フォンで動作するように設計した（図 1）。 

 
 
 

図 1 

４．研究成果 
 １）医薬品需要の把握：開発したデータベ
ースを用いて、和歌山県新宮市の薬局を対象
として医薬品成分の名寄せを行って解析し
た。その結果、医薬品供給が停止した条件下
では、対象モデルとした調剤薬局で在庫管理
をおこなう医薬品 1066 品目中、在庫払底日
数が 50日以内の医薬品は 639品目であった
（図 2）。 
 
図 2 
 

  
供給停止 0～5 日間では外皮用薬が超短期間
（0～5日間）で多くの払いきりが見られ、34
品目が払いきられていた。 
 11～15 日間で中枢神経用薬と循環器官用
薬の払いきりが多く、それぞれ 40品目と 41
品目が払いきられた（図 3）。 
 
図 3 

 
長期間にわたって投与されることが多い
循環器病薬や向精神薬が早い時期に欠乏す
ることが明らかになった。 
 
 ２）医薬品の円滑な供給：作成したシステ
ムは災害時に使用されることを念頭にデザ



インされており、できるだけデータ通信量を
減らしながら、実際に必要な機能のみを持つ
ように専用として開発されているものであ
る（表１）。 
 
表１ 

  
具体的には、救護所における医薬品の管理
を行う機能に加えて、被災地の診療所などで
必ず行われてきた医薬品リストを簡便に作
成できるようにした（図 4）。 
 
図 4 

災害時には救護者は土地勘のない場所で
活動することが多いため、各救護所の位置を
地図上で確認できるようにした（図 5）。 

 
図 5 

 
また、不足した医薬品を補給する際の補給
が円滑に行えるように、救護所あるいは集積
所からの距離を考慮しながら在庫医薬品の
検索が行える機能を実装した。さらに、不足
した医薬品の分与の依頼を円滑に行えるよ
うに、アプリ内に薬リクエストの機能を追加
して医薬品を効率的にやり繰りできるよう

にした（図 6）。 
 
図 6 

 
東日本大震災の際に有効期限間近の支援
医薬品が混入していたことから、医薬品の有
効期限についても管理できるようにした。災
害支援の経験がある複数の医療機関の薬剤
師へのアンケート結果は概ね好評であった。 
医療機関によって災害支援の形式が異な
るため、本システムが共通のプラットフォー
ムとして災害医薬品供給の機能を担えるよ
うに成長させていきたいと考えている。 
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